
トップエスイー：サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム
文部科学省科学技術振興調整費産学融合先端ソフトウェア技術者養成拠点の形成

トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

都市の屋上活動をつなぐ
3D環境観察マップ

松尾遼 refu.hongou@gmail.com

離れた農園の場所・活動・環境を、3D地図にまとめた

制作を通じて分かったこと

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

活動記録と環境データを、場所・時刻で
結び付ける設計が必要だった。
3D表⽰が交流や学習に役⽴つか、利⽤者
の視点で確かめる必要があった。

現地調査とドメイン分析から、地点・記
録・環境の関係を整理。
3D都市モデルと気象データを統合したモ
ックを実装し、「記録・共有・⽴体」の
仮説を利⽤者評価で検証した。

農園の位置関係を⾒渡す

離れた農園を、⼀つの活動として理解・紹介する
現地調査で⾒えた課題
調査先では、栽培を通じた交流や学習が重視
されていた。⼀⽅、LINEで共有する⼯夫や失
敗は会話に流れ、場所・環境と結び付けて振
り返りにくかった。

利⽤者が⾒いだした使い道
体験後の回答では、農園の全体像や距離・広
がりの把握、活動の紹介、⽇当たりの確認に
役⽴つとの声があった。⾼さ単独の⽐較には
課題が残った。

3D地図を、場所・環境・活動を⼀緒に説明する場に
⾼さの表⽰に加え、周辺建物や活動記録を結び付けることが、
農園への理解や会話を⽀える設計につながると考えられる。
関係者10名の体験後評価に基づく。継続利⽤による交流への効果は今後検証する。

離れた拠点を都市の建物に重ね、農園どうしの
距離や周辺の様⼦を⾒られるようにした。
場所ごとに活動を振り返る
写真・収穫・観察の記録を地点にまとめ、場所
や⽇付から探せるようにした。
そのときの環境と⾒⽐べる
⽇時を変えて⽇当たりを確認し、気象や活動記
録と並べて⾒られるようにした。


